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１．調査の概要 

・住生活の安定の確保及び向上の促進に関する対策を総合的かつ計画的に実施するため、国や兵庫県では「住生活基本法」（平成 18年法律第 61号）に基づき、住生活の安定の確保及び向上の促進に関する目標や基本的な施策等を示し

ています。兵庫県住生活基本計画では、県内市町においては、本計画に基づき市町計画を策定することが望ましいとされています。 

・このため、本市における住まいやまちづくりに関する施策を展開する上での基本方針となる「南あわじ市住生活基本計画」を策定するために、移住・定住促進や空家対策等、住政策に関する現状と課題を把握することを目的とした

基礎調査を実施しました。本基礎調査では、「住宅事情」「市民アンケート調査」「業種別ヒアリング調査」「住宅政策の取組状況」から見えてきたことを踏まえて、本市の住生活を取り巻く課題を整理しました。 

・本市における課題をわかりやすく整理するために、上位計画である「兵庫県住生活基本計画」で示されている３つのテーマ「安全・安心」 「魅力・挑戦」 「持続・循環」を踏まえて、３つの視点から課題を整理しました。 

２．本市の住生活を取り巻く課題 

安全・安心の視点から見た課題 
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現在の住まいについて、最優先で改

善すべき取組として、「住宅の耐震

化」「防犯対策」が求められています。 

【課題２】住宅確保要配慮者の居住の安定確保 

・「高齢者単身世帯」「高齢夫婦世帯」などの高齢者のみ世帯や障害者手帳の所持者数は増加

傾向となっています。また、民間賃貸住宅市場では、外国人や高齢者、障がい者、低所得

者に対する住宅確保要配慮者の居住の安定確保が課題となっています。 

①住宅の長寿命化（改修）への支援

②住宅の耐震化等への支援

③防災施設や災害

に強い環境整備

④バリアフリー化への支援

⑤生活困窮者への住宅供給

⑥高齢者・障害者への住宅供給

⑦住宅の防犯性への支援

⑧住宅の省エネ化への支援

⑨親子などの同居・近居への支援

⑩空き家等の適正

管理への支援
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■ 住まいに関する取組の満足度×重要度 

（市民アンケート調査） 

回収率：38.4％（961 票/2,500 票） 

 

【課題１】住生活を取り巻く災害リスクや犯罪リスクの低減 

・「南海トラフ地震」のリスクのほか、市内には洪水浸水想定区域や土砂災害エリアが指定

されており、自然災害による住宅被害のリスクが指摘されています。 

・市民アンケートでは、最優先で改善すべき取組として、「住宅の耐震化」「防犯対策」が求められていま

す。一方で、耐震化などのリフォーム実施率が低い状況となっています。その要因としては、住宅リフォ

ームに要する資金確保が課題となっていることが指摘されています。 

■ 障害者手帳所持者の推移（南あわじ市調べ、各年３月末時点） 

●回答者の約６割は住宅リフォーム

の予定なし（59.8％） 

●住宅リフォームの予定がない者の

うち、26.4％が資金不足 

（関連）住宅リフォームに関するアンケート

結果 

1,490

1,713

2,083

2,346

1,810

1,999

2,286

2,509

5,662

5,508

5,369

4,868

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

H17

H22

H27

R2

（世帯）

高齢単身世帯 高齢夫婦世帯 その他高齢者がいる世帯

（9,738）

（ ）は総数

（8,962）

（9,220）

（9,723）

「高齢者単身世帯」

「高齢夫婦世帯」などの

高齢者のみ世帯が増加

傾向となっています。 

2,052 2,184 2,328 2,503

404 414
432

448261
275

293
330

2,717

(5.8%)

2,873

(6.2%)

3,053

(6.7%)

3,281

(7.3%)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

R2 R3 R4 R5

（人）

身体障害者手帳所持者 療養手帳所持者

精神障害者保健福祉手帳所持者

（ ）は所持率

障害者手帳の所持者数は増加傾向となっています。 

高齢化率は全国や県の平均よりも高くなっています。 

概ね 25年後には約半数が高齢者となる予想です。 

■ 高齢者世帯の推移（各年住宅・土地統計調査） ■ 全国と県、南あわじ市の高齢化率（H27～R2 国勢調査、R32 社人研推計値） 
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魅力・挑戦の視点から見た課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続・循環の視点から見た課題 
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【課題３】時代の変化を踏まえた住宅ミスマッチへの対応 

・業種別ヒアリングでは、市外に転出して戸建て住宅の空き家が増える一方で、吉備国際大学の学生向けや

Ｕ・Ｉターン者向けの需要の高まりなどを背景に、単身者向けの賃貸住宅が不足しており、需要と供給の

ミスマッチが起きている問題点が指摘されています。 

・業種別ヒアリングでは、賃貸住宅の供給が進まない要因として、建築コストの上昇や人

口減少などを背景とした事業リスク（賃貸事業における経営リスク等）が指摘されてい

ます。また、住宅分野の課題として「賃貸住宅がない」「質の高い中古住宅がない」とい

った点が指摘されています。 

【課題４】子育て世帯や高齢者世帯が暮らしやすい魅力的な住生活の確保 

・市民アンケートでは、最優先で改善すべき取組として、「公共交通機関の整備」「身近な

生活利便施設の充実」が求められています。 

・業種別ヒアリングにおいても、住まいを選ぶ際に重視されている点として、「交通利便性」 

「住宅の広さ」「生活利便施設・子育て環境・福祉サービスの充実度」が指摘されています。 

また、今後の課題として「高齢社会を見据えた公共交通機関の充実」「新婚や転入者への住宅支援の充

実」「身近な生活環境や景観の維持・向上」といった点が指摘されています。 

現在の住環境について、最優先で改

善すべき項目として、 

「公共交通機関の整備」 

「身近な生活利便施設の充実」 

が求められています。 

■ 住環境に関する取組の満足度×重要度 

（市民アンケート調査） 

【課題５】空き家・空地問題への対応と住宅ストックの循環利用 

・空き家が増加した結果、空き家率は約２割になっており、全国と兵庫県の平均を上回っ

ています。空き家の中でも、用途が不明瞭な「その他」に分類される住宅が半数以上と

なっており、これらの空き家の利活用や除却が課題となっています。 

・業種別ヒアリングでは、空き家が増加している中、相続や登記が整理されていない空き家の利活用や除却

が困難であることが指摘されています。また、空き家バンクでは、所有者は売却を望む一方で、利用者は

賃貸を希望しているケースが多く、ミスマッチが発生していること、古い空き家については耐震性を満た

していない物件が多いことを懸念する指摘がありました。 

【課題６】気候変動問題や環境問題への対応 

・市民アンケートでは、最優先で改善すべき取組として、住宅の長寿命化（改修）が求められている一方

で、省エネ化などのリフォーム実施率が低い状況となっています。その要因としては、重要度が比較的低

いこと、リフォーム費用の資金確保が課題とみられます。 

・業種別ヒアリングでは、脱炭素、省エネなどのリフォームについての指摘は少なく、需

要も高くないという意見もみられました。 

・市民アンケートにおける市の住宅施策・制度の認知度について、どの事業においても約

半数が「内容を知らない」と回答していることから周知不足の可能性があります。ま

た、住環境に関する取組の満足度×重要度調査においても改善すべき項目として、住ま

いに関する情報発信・相談窓口の充実が求められています。 

⑪市街地等への計画的な居住誘導

⑫身近な生活利便施設の充実

⑬子育て、教育施設の充実

⑭インフラ整備状況(道

路、上・下水道など)
⑮公共交通機関の整備

⑯転入者への住宅支援

⑰景観や環境との調和の確保

⑱空き家等の利活用への支援

⑲住まいに関する情報

発信・相談窓口の充実
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■ 空き家数と空き家率の推移 

（各年住宅・土地統計調査） 

「その他」は用途が不明瞭な空家

であり、老朽危険空家になる潜在

的なリスクを持つ住宅です。 

「その他」の空家の利活用や除却

が課題となります。 

■ 転居先として探した物件の種類 ※複数回答 

（市民アンケート） 
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■ 単身者向け住宅数・単身世帯数の推移 

（各年住宅・土地統計調査） 

市民アンケートによると、転居先は、一戸建て

の持ち家や借家（家庭用）を探すケースが多く

なっていますが、住宅・土地統計調査によると、

単身世帯数は増加傾向にあります。 

回答数 割合

持ち家（一戸建／新築） 36 35.6%

持ち家（一戸建／中古） 30 29.7%

借家（賃貸マンション・アパート／家族用） 30 29.7%
借家（一戸建） 14 13.9%

公営住宅 14 13.9%

借家（賃貸マンション・アパート／単身用） 10 9.9%

老人ホーム、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等の居住施設 2 2.0%

持ち家（マンション／新築・中古） 1 1.0%

社宅（寮）、官舎 0 0.0%
その他 2 2.0%

無回答 0 0.0% N=101（回答者数(101)－無回答(0)）
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現在の周辺環境について、最優先で改

善すべき項目（満足度が低く、重要度

が高い）は、 

「公共交通機関へのアクセス」 

「買物、利便施設へのアクセス」 

「医療・福祉施設へのアクセス」 

となっています。 

（関連）周辺環境に関するアンケート結果 


